
Title 詩人の星空 : ゲーテにおける近代天文学受容とその限界
Sub Title Dichter-Himmel-Goethes (nicht ganz unbeschränkte) Rezeption der neueren

Astronomie
Author 石原, あえか(Ishihara, Aeka)

Publisher 慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会
Publication year 2001

Jtitle 慶應義塾大学日吉紀要. ドイツ語学・文学 No.33 (2001. 9) ,p.1- 27 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10032

372-20010930-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


1

詩人の星空

ゲ ーテにお ける近代天 文学受 容 とその限界一一

石 原 あ え か

は じ め に

 ゲーテが生 きた時代(1749-1832)の 天文学は， すでにその前身である占

星術とは袂を分かち，望遠鏡 と数学を必須 とする近代的な姿に変貌 していた。

すでに17世 紀末， アイザック ・ニュー トン(1642-1727)が 万有引力の発見

によって， デカル トの渦動宇宙論を打破 し， 「力」 を導入 した新 しい宇宙体

系を組み上げた(「 プリンキピア，または自然哲学の数学的諸原理」1687)。

このニュー トンか ら最 も強い影響を受 けた18世 紀天文学は，さまざまな角

度から解説 され，理解水準に差はあるものの，民間に普及 ・浸透 していった。

 広大な宇宙を相手にする新 しい学問 「天文学」 に，人々は星界への想像力

をかきたてられ，その知識の習得に励んだ。哲学者カントの処女作 はニュー

トン力学を基礎 とした 『天界の一般 自然史 と理論』(1755)で あり，現象学

者ヘーゲルの教授資格申請論文は 『遊星の軌道について』(1801)論 じた天

文学に関する著作であった。啓蒙主義期の文人 ゴットシェー トは， ヨーロッ

パで大ブームを巻き起こしたフォントネルの天文学入門書 『世界の複数性に

っいての対話』(1686・ 原文 フランス語)を ドイッ語に翻訳するとともに，

* 本 稿 は，先 に発 表 した ドイ ッ語 に よ る拙 文Goethe und die Astronomie seiner

 Zeit. Eine astronomisch-literarische Landschaft um Goethe. In：Goethe-

 Jahrbuch 2000， Bd.117(2001)， S.103-11?.と 内 容 的 に 重複 す る部 分 が あ りま

 す 。 併 せ て ご参 照 い た だ け る と幸 い です 。
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自 らが 主 催 す る道 徳週 刊 誌 で頻 繁 に天文 学 に関 す る テ ーマ を扱 った。 歴 史 哲

学 者 ヘ ル ダ ー は， ハ ー シ ェル の高 性 能 新 型 望遠 鏡 に惜 しみ な い賛 辞 を お くり，

言 語 学 者 ヴ ィル ヘ ル ム ・フ ォ ン ・フ ン ボル トは， ベ ル リン ・アカ デ ミー天 文

台 長J.E.ボ ー デ と一 緒 に天 体 観 測 を行 い， その 感 動 を 婚約 者 カ ロ リー ネ に

書 き送 った。 また フ ンボル トの弟 で探 検 博 物学 者 の ア レクサ ン ダ ー も天 文 学

に習熟 して お り， 後 に大 作 『コ スモ ス』(1845-1862)を 著 わ して い る。 ま た

ゲ ー テ時 代 の 大 数学 者 ガ ウ ス も愛 読 した と い う ジ ャ ン ・パ ウル の文 学 作 品 に

は， 多 くの天 文 事 象 が モ テ ィー フ と して扱 わ れ て い る1)。 また ア フ ォ リズ ム

作 家 ア ブ ラハ ム ・ゴ ッ トヘ ル フ ・ケ ス トナ ー とゲ オル グ ・ク リス トフ ・リ ヒ

テ ンベ ル ク は， と も にゲ ッテ ィ ンゲ ン大 学 の 現役 天 文学 者 で あ った。

 誰 もが 天文 学 に興 味 を示 して い た この 時代 ， ゲ ー テ もま た天 文 学 と何 らか

の 関 わ りを持 って い た こ とが容 易 に推 測 され る。 と こ ろが有 名 な 「光 学 レ ン

ズ嫌 い」 の た め に， ゲ ー テ は これ ま で望 遠 鏡 を必 携 とす る天 文 学 と は全 く関

わ りを持 た な か った と信 じ られ て きた2)。 しか もゲ ーテ 亡 き後 ， 天 文学 は さ

らに飛 躍 的 な進 歩 を遂 げ， 天 体 物 理 学 に発 展 した た あ， 現 在 の天 文 学 か ら当

時 の状 況 を比 較 ・推 測 す る こ とが ほ とん ど不 可 能 に な って しま った。 これ が

ゲrテ の文 学 作 品 と天 文 学 の相 互 関 係 を把 握 す る こ とを 困難 に して きた， も

うひ とっ の 理 由 で あ る。 と こ ろ が 最 近 に な っ て，18世 紀 の近 代 天 文 学 も視

野 に入 れ た天 文 学 史3)や 当 時 の天 文 学 専 門 書 ， た と え ば フ ォ ン トネ ル や ク ラ

 1) Vgl. Esselborn， Hans：Das Universum der Bilder. Die Naturwissenschaft

 in den Schriften Jean Pauls. T�ingen 1989.

 2) 例外的 に，ゲ ーテと天文学 との関係を断片的で な く，概観 しようと試み た貴重

 な論文 と して， ヴァイマ ール ・ゲ ーテ協会発 行 のゲー テ年鑑 第31巻(1969)の

 ヴ ァッテンベ ルク著 『ゲーテ と星界』(Goethe und die Sternenwelt， S.66-111)

 が挙 げ られ る。 しか し彼 は文学研究者 で はな いためゲーテの文学作品 にお ける天

 文事象 は指摘 した ものの，文学解釈 は行 って いな い。

 3)例 としてFeris， Timothy：Coming of Age in the Milky Way. New York

 l988(邦 訳 ：野本陽代訳 『銀河 の時代 宇宙論博物誌』 上 ・下 工作舎1992)；

 Hamel， J�gen：Geschichte der Astronomie. Von den Anf舅gen bis zur

 Gegenwart. Basel/Boston/Berlin 1998な ど。
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ドニの著作複製が相次いで刊行された。また時を同 じくして，文書館の中で

長 い眠りについていた，学術的には全 く通用 しないが当時の ドイッ天文学状

況を間接的に知 ることができるゲーテと同時代 に活躍 した天文学者の書簡が

ようやく整理され， カタログ化され始あている4)。本論文のねらいは， これ

らの比較的新 しい文献資料を活用 して，近代天文学の隆盛期を生 きたゲーテ

と天文学との関係を再構成することにある。

1.ゲ ーテ と天文学 ゆか りの地

 (1) ゴー タ

 1775年11月7日 ， ザ クセ ン ・ヴ ァイ マ ー ル ・アイ ゼ ナハ 公 カ ール ・ア ウ

グ ス ト(1815年 よ り大 公)の 招 き を受 け， ゲ ー テ は ヴ ァイ マ ー ル に到 着 し

た。 以 後 ， 多 少 の中 断 は あ る もの の， 彼 は1832年 にそ の 生 涯 を 閉 じる まで ，

この 小 さな 城 下 町 に住 ま う こ と に な る。

 さて， この ヴ ァイ マ ール が 属 す る テs一 リ ンゲ ン地 方 は， 中 世 以 来 ， 天 文

学 ゆ か りの地 で あ った5)。 ま ず1329年 に 開 校 した エ ア フル ト大 学 は，15世

紀 ドイ ッ に お け る天 文 学 と数 学 の 中心 地 と して機 能 した 。 宗 教 改 革 とそ れ に

続 く三 十 年 戦 争 に よ る荒 廃 の た め， エ ア フル トの天 文学 は衰 退 した が， 今度

は1558年 創 立 の イ ェー ナ 大 学 が 次 な る中 心 地 と して ， 天 文 学 研 究 を 促 進 し

た 。 特 に1562年 か ら数 学 の教 鞭 を と った天 文 学 者 エ アハ ル ト ・ヴ ァ イ ゲ ル

(1625-1699)は 名 高 く， 彼 の 数 学 講 義 は ラ イ プ ニ ッツ も聴 講 した。 ま た ヴ ァ

イ ゲ ル が イ ェ ー ナ 城 屋 上 に据 え 付 け た直 径5，4メ ー トル の 天 球 儀 は イ ェ ー

ナ の 町 の 象 徴 とな っ た。 しか し18世 紀 に な る と他 の ヨー ロ ッパ 諸 都 市 の 例

4)生 誕 あ る い は 没後 記 念 行事 の一環 と して編 纂 され て い る もの が 多 い。 た とえ ば

Brosche， Peter：Astronomie der Goethezeit . Textsammlung aus Zeitschriften

und Briefen Franz Xaver von Zachs . Thun/Frankfurt a. M.1995；

Wattenberg， Diedrich：Wilhelm Olbers im Briefwechsel mit Astronomen

seiner Zeit. Stuttgart 1994.

5) Vgl. Dorschner， Johann：Astronomie in Th�ingen . Skizzen aus acht

Jahrhunderten. Jena 1998.
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に 漏 れ ず， テsｰリ ンゲ ンの天 文 学 は大 学 か ら宮 廷 へ， す な わ ち ザ クセ ン ・

ゴー タ ・ア ル テ ンベ ル ク公 エ ル ンス ト2世(1745-1804)の 手 に委 ね られ た 。

この ゴー タ宮 廷 こそ， ゲ ー テ と本 格 的 な学 問 と して の 「天 文 学 」 との最 初 の

接 点 で あ った可 能 性 が非 常 に高 い。

 ゴー タ6)と ヴ ァ イ マ ール の両 公 爵 家 は， 以 前 か ら親 しい 間柄 に あ った。 こ

の た め ゲ ー テ は ヴ ァイ マ ー ル 到 着 間 も な い1775年12月27日 ， す で に ゴ ー

タ公 一 家 に謁 見 して い る7)。 ゴー タ公 エ ル ンス ト2世 は， ゲ ー テ の主 君 カ ー

ル ・ア ウ グ ス ト公 の親 友 で あ り， 好 敵 手 で もあ った。 ム ゼ ー ウス， ヴ ィー ラ

ン トそ して ゲ ー テ を迎 え， 文 学 の都 とい う様 相 を呈 して きた ヴ ァイ マ ー ル に

対 抗 して ， エ ル ンス ト2世 は ゴー タを 自然 科 学 の都 に す る こと を め ざ した。

もと もと エ ル ンス ト2世 は， 先 代 フ リー ド リ ヒ3世(1732-1772)の 第2王

子 で ， 王 位 第 一 継 承 者 で なか っ た た め， 青 年 時 代 は ゲ ッテ ィ ンゲ ン大 学 で 好

き な 自然 科 学 領 域 科 目 ・数 学 ， 物 理 学 そ して天 文 学 を熱 心 に学 ん だ。 彼 の 自

然科 学 に対 す る興 味 は王 位 継 承 後 も消 え る こ と な く， 居 城 フ リー デ ンシ ュ タ

イ ン に充 実 した 実 験 設 備 を 誇 る物 理 学 サ ロ ンを設 け， 余 暇 は もっ ぱ ら自然 科

学 研 究 に費 や した と い う。 この と き 自然 科 学 に造 詣 の深 い主 君 の相 談 相 手 兼

実 験 機 具 製 作 者 を 務 あ たの が ， 秘 書 官 ヨハ ン ・シュ レー タ ー (1736-1814)

とル ー トヴ ィ ヒ ・ク リス テ ィ ア ン ・リ ヒテ ンベ ル ク(1738-1812)で あ った。

6) す で に公 妃 ル イ ー ゼ ・ ドロ テ ー ア(1710-1767)の 時 代 ， ゴー タ は フ ラ ンス文

学 の 中 心 地 と して名 声 を博 して い た。 ゴ ー タ宮 廷 に は ヴ ォル テ ー ル も1753年 に5

週 間 滞 在 して い る。 な お， 啓 蒙 主 義 期 の 教 養 あ る貴 婦 人 の 常 と して ， ル イ ー ゼ公

妃 も 自然 科 学 に親 しん だ 。 彼 女 の私 設 文 庫 に はハ レー や フ ォ ン トネ ル， そ して 後

述 す る イ ェ ー ナ の 天 文 学 者 ヴ ィー デ ブ ル ク らの 天 文 学 に関 す る 著 作 も含 まれ て お

り， す で に ゴ ー タ宮 廷 に は天 文 学 を開 花 させ る土 壌 が あ っ た と考 え られ る。

7) ゲ ー テ と ゴ ー タ宮 廷 に関 す る研 究 資 料 は思 い の ほか 少 な い。 参 考 文 献 と して は

Zeyﾟ， Edwin： Goethes Freundes- und Bekanntenkreis in Gotha.

Sonderdruck aus Th�inger Jahrbuch o. O.，1928；Derselbe：Goethes Besuche

am Herzoglichen Hofe in Gotha. Sonderdruck aus Anz， Gotha und sein

Gymnasium. Gotha/Stuttgart 1927が 挙 げ られ る。
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前者は腕の立っ技術者で，実験器具製作者 として名を馳せた。後者はゲ ッ

ティンゲンで活躍 したゲオルグ ・クリス トフ ・リヒテンベルク(1742-1799)

の兄で，1778年 以来 ゴー タ宮廷 に出仕 し，物理学 の業績で は弟 に及ぼな

かったものの，エルンス ト2世 に物理を教え， ともに実験を行 った。ゲーテ

はこのゴータ公所有の物理学サロンに足繁 く通い， リヒテンベルクと共同実

験をしたり，物理実験器具を借 り出してヴァイマールに持ち帰 ったりしてい

る。ゲーテがゲッティンゲンで彼の弟ゲオルグ ・ク リス トフ ・リヒテ ンベル

クに会うのは1783年9月 末のことだが，すでにゴータを経由して両者を結

びつける道筋が用意されていたことは，注目すべき事実であろう。

 ところでエルンス ト2世 は，特に天文学に関心があり，ついに専用天文台

建設 を計画する。とりわけ1781年 にイギ リスのアマチュア天文研究家 ブ

リー ドリヒ ・ヴィルヘルム ・ハーシェル(ハ ノーファー出身で本業 は音楽

家 ・1738-1822)に よって太陽系第七番 目の新惑星 ・天王星(Uranus)が 確

認されたという快挙は，ゴータ公の心理に大きく作用 した8)。

 ハーシェルによる天王星の発見は，これまで太陽系に限 られていた天文学

の研究対象を一挙に宇宙全体に拡大した。人々は未知の宇宙空間に好奇心を

抱き，天文学者達はさらなる惑星の発見に全力を注いだ。さらに幾っかの彗

星到来や火星 ・木星間に四大小惑星が発見されたことをうけて， ヨーロッパ

各地で相次いで天文台が新設された。この理由としては，支配者達の星空へ

の興味はもちろん，彼らが天文学の実用性に着 目し，天文台を有利な投資の

対象 と見たことが挙げられる。地球の大 きさや形状，惑星間の距離そ して経

緯度を測定する技術は，正確な領土の把握に応用可能で，政治的また軍事的

にも大 きな意味を持 った。 ゴータ天文台建設 も，のちにゲーテが監督官を勤

めるイェーナ大学附属天文台建設(1811年 着手)も ， このヨーロッパ天文

8) な お ハ ー シ ェル の発 見 に 対 す る ゲ ー テの 反 応 も早 く，1784年 作 の 祝 祭 劇 『惑

星 舞 踏 会 』(Planetentanz zum 30. Januar l784)に 当 初 の仮 名 キ ュベ レで天 王 星

を登 場 させ て い る。Vgl. MA 2-1， S.517.
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台 建 設 ブ ー ム の中 で 決 行 され た もので あ る。

 イギ リス旅 行 中 ， ゴ ー タ公 は ロ ン ドン駐 在 外 交 官 で ア マ チ ュ ア天 文 研 究 家

の ハ ン ス ・モ ー リッ ッ ・フ ォ ン ・ブ リュ ー ル伯 爵 の もとで ， 元 オ ー ス トリア

帝 国測 量 官 フ ラ ン ッ ・クサ ー フ ァー ・ツ ァ ッハ(1754-1832)と 知 り合 い，

彼 を 宮 廷 天 文 官 と して ゴ ー タ に呼 び寄 せ ， 天 文 台 建 設 を 依 頼 した。1786年

に ゴー タ入 り した ツ ァ ッハ は早 速 ゴー タ郊 外 の ゼ ーベ ル クを建 設 地 に選 定 し，

最 新 の技 術 を駆 使 した天 文 台 の建 設 に挑 む。 この 間 フ リー デ ン シ3タ イ ン城

東 翼 に 仮 設 天 文 台(1804年 ま で 設 置)が 設 け ら れ， エ ル ン ス ト2世 と

ツ ァ ッハ は熱 心 に天 体 観 測 を 行 った。 ふ た りの観 測 記 録 や研 究 成 果 報 告 論 文

は現 在 も ゴー タ城 内 研 究 図 書 館 に 保 存 され て い るが9)， これ らの 資 料 か らは

充 実 した研 究 環 境 と両 者 の学 術 的 信 頼 関 係 が 読 み とれ る。 さ ら に公 妃 マ リ

ア ・シ ャル ロ ッ テ ・ア マ ー リエ(1751-1827)10)や 宮 廷 の高 官 達 も積 極 的 に

城 内天 体 観 測 に参 加 した。 な お この城 内仮 設 天 文 台 は物 理 学 サ ロ ンと近 接 し

て お り， 具 体 的 な記 述 は認 あ られ な い が， 物 理 学 サ ロ ンに立 ち 寄 った機 会 に

ゲ ー テが 天 文 台 を訪 れ た可 能 性 は高 い と考 え られ る。

 さ て，1791年 に 完 成 した ゼ ー ベ ル ク天 文 台11)は， ヨ ー ロ ッパ で 最 も美 し

9) Vgl. Quellen zur Astronomie in der Forschungs-und Landesbibliothek

 Gotha unter besonderer Ber�ksichtigung der Gothaer Sternwarten.

 Zusammengestellt und kommentiert von Oliver Schwarz， Cornelia Hopf

 und Hans Stein. Gotha：Forschungs-und Landesbibliothek 1998， hier

 besonders S.17-31.

10) エ ル ンス ト2世 亡 き後 ， 彼 女 は ツ ァ ッハ を伴 って ア イ ゼ ンベ ル クに 隠棲 す る
。

 1806年 南 仏 に出 立 す る まで の間 ， ツ ァ ッハ は ア イ ゼ ンベ ル ク城 に も同様 の天 文 台

 を 設 置 し， や は り天 文 学 に造 詣 の 深 か っ た妃 と天 体 観 測 を行 った とい う。 天 文 官

 と公 爵 夫 人 の 星 を 介 し た友 情 は， ヴ ァ イ マ ー一ル の ゲ ー テ の 耳 に も届 き， の ち に

『ヴ ィル ヘ ル ム ・マ イ ス タ ーの 遍 歴 時 代 』(決 定 稿1829)に 登 場 す る マ カ ー リエ と

 そ の友 人 ・天 文学 者 の モ デ ル とな った 。 な お 『遍 歴 時 代』 にお け る ゲ ー テ と天 文

学 の関 係 に っ い て は， 拙 著Makarie und das Weltal1. Astronomie in Goethes

Wanderjahren.(K�ner Germanistische Studien 42)K�n/Weimar/Wien

1998を 参 照 さ れ た い。
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く， また最 新 鋭 の設 備 を備 え た天 文 台 と して知 られ た。 初 代 天 文 台 長 に任 命

され た ツ ァ ッハ は， 完 成 に一 歩 先 ん じて，1798年 に第 一 回 国 際 天 文 学 会 を

開 催 し， ま た ドイ ッ初 の天 文 学 術 雑 誌 「月 間通 信 』(Monatliche Correspon-

denz)の 発 行 者 とな っ て ゴ ー タを ヨ ー ロ ッパ 天 文 学 の 中心 地 に す る こ とに

尽 力 した。 ゼ ーベ ル ク天 文 台 に は， ラ ラ ンデ， ガ ウ ス， ア レ クサ ン ダ ー ・

フ ォ ン ・フ ンボ ル トな どゲ ー テ 時代 の有 名 な 自然 科 学 者 達 が見 学 に訪 れ た。

ゲ ー テ につ い て は， 彼 が52歳 の誕 生 日午 前 中 に ゼ ー ベ ル ク天 文 台 を見 学 し

た 旨 を， ゲ ッテ ィ ンゲ ン大 学 歴 史 学 教 授 サ ル ト リウ ス宛 て の手 紙 で報 告 して

い る(Vgl. WA IV-15， S.259)。

 ゲ ー テ は ヨー ロ ッパ 最 先 端 の天 文 学 を 目の あ た りに し， 強 い 印象 を受 けた。

す で に1770年 代 後 半 か ら， 彼 が 天 文 事 象 を観 察 した記 録 が残 って い る。 た

と え ば1776年ll月 ， ゲ ー テ が イ ル ム河 畔 の ガ ル テ ンハ ウス か ら黄 道 光 を観

測 した ことが ス ケ ッチか ら確 認 さ れ て い る ほか12)， シュ タイ ン夫 人 宛 て の手

紙 で は， イ ル メ ナ ウ で の火 星 観 察(WA IV-5，S.169，1781年7月8日 付)

や ， 水 星 の太 陽 面 通 過(WAIV-7，S.211，1786年5月4日 付)が 報 告 され

て い る。 ま た1781年10月9日 付 の シュ タイ ン夫 人 宛 の書 簡 に添 え られ た詩

11) ゴ ー タ 天 文 台 お よ び ゴ ー タ に お け る 天 文 学 の 歴 史 資 料 と し て は(抜 粋)Zur

 Geschichte und Geographie des Seebergs. Naturwissenschaftliches und

 geschichtliches von Seeberg. Hrsg. v. Naturwissenschaftlichen Verein zu

 Gotha. Gotha 1901；Marold， Thomas/Strumpf， Manfred：Astronomie in

 Gotha. In：Die Sterne. Bd.56， Heft 3，1980， S.160-169；Dieselben：Zur

 Geschichte der Sternwarten Gothas. In： Gothaer Museumsheft，

 Abhandlungen und Berichte zur Regionalgeschichte. Gotha 1985，5.33-48；

 Dieselben：Sachzeugen der， ，astronomischen Epoche“Gothas. Zum 200.

 Jahrestag der Errichtung der Sternwarte auf dem Seeberg. In：Gothaer

 Museumsheft， Abhandlungen und Berichte zur Regionalgeschichte. Gotha

 1988，S.17-25；Strumpf， Manfred：Gothas astronomische Epoche. Horb am

 Neckar 1998.

12) Vgl. Brosche， Peter：Eine Goethe-Zeichnung des Zodiakallichtes. In：Die

 Sterne 36 (1960)， S.235-238.
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(後 にAn Lidaと い う題 で発 表)に は， 太 陽 黒 点 活 動 極 大 期13)の た あ， 例 外

的 に テ ユ ー リンゲ ン地 方 で も観 測 さ れ た オ ー ロ ラが早 速 登 場 して い る。

(…)愛 しい君 の 姿 は， 明 る く輝 き続 け る。

揺 らめ くオ ー ロ ラ の光 の襞 を通 して

永 遠 に星 々 が き らめ いて い る よ う に。 (WA IV-5， S.201)

 (2) イ ェ ー ナ と ヴ ァイ マ ー ル

 天 文 学 に対 して関 心 を抱 くよ うに な った ゲ ー テ は， ヴ ァイ マ ール の 図書 館

か ら天 文 学 関 連 図 書 を借 りだ す。 早 い記 録 で は1785年1月16日 に， イ ェー

ナ大 学 数 学 教 授 ヨハ ン ・エ ル ンス ト ・バ シ リウ ス ・ヴ ィー デ ベ ル ク(1733-

1789)の 『物 理 ・ 数 学 的 宇 宙 論 入 門』(Einleitung in die physisch-

mathematische Kosmologie， Gotha 1776)14)を 借 りて い る。 ヴ ィー デ ベ ル

ク は天 文 学 者 一族 の 出 身15)で， 父 ヨハ ン ・ベ ル ンハ ル トも長 兄 バ シ リウ ス ・

ク リステ ィア ン ・ベ ル ンハ ル トもイ ェー ナ大 学 で数 学 お よ び 天 文 学 の 教 鞭 を

と った。 な か で も天 文 学 者 と して名 声 が高 か った の が， この次 男 ヨハ ン ・エ

ル ンス ト ・バ シ リウ ス で， ゲ ー テ は翌1786年5月 に彼 か ら数 学(代 数 学)

の手 ほ ど き を受 け た。 も っ と も この数 学 講 義 は， ゲ ー テ の能 力 向上 に 目立 っ

た成 果 を あ げ なか っ た た あ， も っぱ ら 「ゲ ー テ数 学 無 能 説 」 の証 拠 とさ れ る。

13)太 陽 活 動 は11年 を 周 期 と して盛 衰 を 繰 り返 す 。 こ れ に 伴 って 黒 点 の数 も増 減

 す る。 太 陽 黒 点 の 出 現 頻 度 が 最 も高 い 「極 大 期 」 に は， 普 段 見 え な い地 域 で も北

 極 光 が観 測 され る こ とが あ る。

14)Vgl. Goethe als Benutzer der Weimarer Bibliothek . Ein Verzeichnis der

 von ihm entliehenen Werke. Bearbeitet von Elise von Keudell. Hrsg. mit

 einem Vorwort v. Werner Deetjen. Weimar 1931， S.2(No.9).以 後Keudel1

 と略 して文 中 に付 す 。

15) この3名 の名 前 が 似 通 っ て い る た め， ま れ に人 物 名 の混 同 が 見 られ る。 ま た

 ゲ ー テ 晩 年 に 天 文 学 や 数 学 に 関 す る 相 談 役 を 務 め た の は ヴ ェ ル ネ ブ ル ク

 (Werneburg)で あ り， 彼 も時 折 ヴ ィー デ ベ ル ク と混 同 さ れ る こ と が あ る。
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しか しこ こで 注 目 した い の は，J. E. B.ヴ ィーデ ベ ル クの 天 文 学 者 と して の

業績 で あ る。 彼 の宇 宙 論 は， た とえ ば 太 陽 を 巨 大 な電 磁 気塊 と見 な した り，

地 球 は も と も と彗 星 で 時 間 の経 過 と と もに 円 形軌 道 に な った もの と説 い た り，

真 偽 は と もか く， 独 創 的 か っ想 像 力 に 富 む もの だ った。 天 文学 に 開 眼 した ば

か りの ゲ ー テ に と って， ヴ ィー デ ベ ル ク との 接 触 は十 分 に 刺 激 的 だ った と考

え られ る。 少 な く と も， 即 座 に苦 手 を 意識 し， 放 棄 して しま った 数 学 と は異

な り， 天 文 学 は引 き続 きゲ ー テの 興 味 の 対 象 で あ り得 た。 続 く1790年 代 ，

ゲ ー テ は集 中 的 な天 文 学 研 究 を 行 った 。 な か で も1799年7月31日 か ら9月

15日 に 及 ぶ イ ル ム河 畔 の ガル テ ンハ ウ ス滞 在 中 ， ゲ ー テ は晴 れ た夜 は毎 晩 ，

ヨハ ン ・ヒエ ロ ニ ム ス ・シ ュ レー タ ー(1745-1816)の 『月 面 地 形 学 断 章 』

(Selenotopographische Fragmente zur genaueren Kenntnis der Mond-

oberfl臘he，1791/1802)を 手 引 き に， 望 遠 鏡 を駆 使 して 月面 を観 測 した(日

記WA III-2， S.258)。 彼 の熱 中 ぶ り は， この 時 期 シ ラー に 宛 て た書 簡 ， 特

に1800年2月11日 付 の 望 遠 鏡3台 を設 置 して の 天 体 観 測 会 招 待 状(。eine

astronomische Partie“， WA IV-15， S.25)か ら も明 らか で あ る。 また1800

年 は ゲ ー テ の 『色 彩 論 」 全 体 構 想 が ほぼ 固 ま っ た 時 期 と され る が ， こ の 頃

「生 理 的 色 彩 の 諸 相 」 を描 い た4コ マ の草 案 図左 下 に 月 の暈(Mondhof)の

ス ケ ッチ が あ る の も興 味 深 い と ころ で あ る16)。

2.月 火山 と月人

 ゲーテは熱心に月面観測を行 った。月は地球に最 も近 く，観測対象 として

最適であるだけでなく，18世 紀後半の地質学 における重要な問題 ・地球生

成論争との関わりにおいても自然科学者達の注目を集あていた。当時の自然

16) Corpus der Goethezeichnungen. Bd. VA， Inv. Nr.2208， Taf. LXXXI，

 Erstdruck.残 りの3ス ケ ッチ(蝋 燭 の光 の縁 が赤 み を帯 び る現 象 ， 同 じ く暈 の現

 象 ， 炎 に表 れ る色 彩)は ， 最 終 的 な 「生 理 的色 彩 の諸 相 」 に組 み込 ま れ て い るが，

 こ の ス ケ ッチ だ け は編 集 過 程 で 除 外 さ れ た。
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科 学 にお け る重 要 な問 題 の ひ とっ ， 「太 古 の昔 ， いか に して地 球 が 生 成 され

たか?」 とい う問 い に 対 して ， 「水 成 説 」 を支 持 す る人 々， す な わ ち 「水 成

説 派 」(Neptunisten)は ， 旧 約 聖 書 の 大 洪 水 伝 説 に 忠 実 に， 原 始 地 表 を

覆 って い た水 の力 に よ る緩 や か な地 球 形 成 を説 い た。 「水 成 説 」 の 提 唱 者 で

あ る フ ラ イ ベ ル ク鉱 山 ア カ デ ミー の ア ブ ラハ ム ・ゴ ッ トフ リー ト ・ヴ ェ ル

ナ ーや イ ェ ー ナ の 自然 哲 学 者 オ ー ケ ンは， ゲ ー テ と知 己 の 間柄 で もあ った。

他 方 ， ゲ ー テ の若 い友 人 ア レ クサ ン ダー ・フ ォ ン ・フ ンボ ル トを は じめ とす

る 「火 成 説 派 」(Vulkanisten)は 火 山形 成 理 論 を用 いて， 地 球 内 部 か らの

形 成 力 に よ る急 激 な変 化 を 説 い た17)。 リス ボ ン大 地 震(1755)や ヴ ェ ス ー

ヴ ィオ火 山 の活 発 な活 動 報 告 は， 火 成 説 の 信 憑 性 を 高 め るの に役 立 った 。

 と ころ で， この地 球 生 成 論 争 は， 月 と どの よ うな 関 わ りを 持 って い た の だ

ろ うか 。 バ ー ス ナ ー18)の研 究 報 告 に よ る と，1706年 の 日食 観 測 以 降 ， 日光

の届 か な い月 面 上 で 発 光 現 象 が繰 り返 し確 認 さ れ た と い う
。 当初 この未 知 の

光 は， 宇 宙 空 間 にお け る稲 妻 と考 え られ たが ， 次 第 に月 面 上 の火 山活 動 に よ

る もの だ と推 測 され る よ う に な っ た19)。 これ に つ い て は， ゲ ー テ没 後 ま もな

17) イ ル メ ナ ウ鉱 山再 開発 に携 わ った ゲ ー テ は， 双 方 の 意 見 を 傾 聴 した が ， や や 水

 成 説 よ りで あ っ た こ とが判 明 して い る。 ゲ ー テ は終 生 この地 球 生 成 議 論 に積 極 的

 に参 加 して お り， す で に1789年 ， 『岩 石 火 成 論 者 と岩 石水 成 論 者 の 玄 武岩 生成 説

 を和 解 させ る た め の調 停 案 』 で両 者 の折 衷 案 を示 して い る。 ま た後 年 に な って も

 自然 科 学 論 文 『地 質 学 の問 題 と そ の解 決 の試 み』(1831)等 を発 表 す る一 方 ， 『遍

 歴 時 代 」 第2巻9章 の 山 祭 り の 場 面 お よ び 『フ ァウ ス ト第 二 部 』 第2幕 の 「古

 典 的 ヴ ァル プ ル ギ スの 夜 」 で の ター レ ス と ア ナ ク サ ゴ ラ ス の 論 争 (MA 18-1，

 S.211f..， V.7851-7872)， 同 じ く第4幕 の 「高 山地 帯 」 で の メ フ ィ ス トテ ー レス と

 フ ァ ウス トの議 論(MA 18-1， S.285f.， V.10075-10123)な ど， この地 球 生 成 を め

 ぐる論 争 を繰 り返 し文 学 的 モ テ ィー フ と して取 り上 げ て い る。

18) Baasner， Rainer：Das Lob der Sternkunst . Astronomie in der deutschen

 Aufkl舐ung. G�tingen 1987， hier S.135.

19) ゲ ー テ も活 用 した 『月 面 地 形 学 断章 』 にお いて ， シ ュ レー ター は1788年9月

 26日 ， 月 面 に発 光 を認 め，10月8日 に同 じ箇 所 に新 しい ク レー タ ー が形 成 さ れ た

 と報 告 して い る。 続 いて ハ ー シ ェル や ピア ッチが ， 月 の 夜 の面 に明 る く輝 く部 分

 を認 あ， 活 動 中 の 月 火 山 だ ろ う と推 測 した 。
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い1837年 に刊 行 さ れ た ヨー ゼ フ ・ヨア ヒ ム ・フ ォ ン ・ リ ッ トロ ー(1781-

1840)の 名 著 「天 空 の驚 異 』(Wunder des Himmels)の 月 に 関 す る記 述 等

を参 照 さ れ た い。 以 下 は， そ の 第138章 「月 面 火 山 」(Vulkane auf dem

Monde)か らの 引用 で あ る。

少 な く と も これ らの 月面 火 山 の い くつ か は今 な お活 動 中 で あ り， これ に

つ い て は シ ュ レー ター を は じめ とす る天 文 学 者 達 の観 測 か ら も明 らか で

あ る。 ハ レー とハ ー シ ェル は 月面 に稲 妻 を 見 た と主 張 して い る。(中 略)

ハ ー シ ェル(父)は ， 月面 の 暗 い部 分 に ひ と きわ 明 るい部 分 が あ る こ と

を指 摘 して お り， お そ ら く一一火 山 の 噴 火 口 で あ る と述 べ て い る20)。

折 し も エ トナ や ヴ ェ ス ー ヴ ィ オ と い っ た ヨ ー ロ ッ パ の 火 山 活 動 に 関 心 が 高 ま

り， 火 山 調 査 が 行 わ れ て い た18世 紀 後 半 ， 人 々 が 月 面 上 に 同 様 の 火 山 活 動

を 想 定 し た の は 当 然 の こ と だ っ た 。 こ れ と 関 連 し て ， ウ ィ リア ム ・ハ ミル ト

ン卿 の ヴ ェ ス ー ヴ ィ オ 火 山 観 察 記 録 が ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン大 学 物 理 学 教 授 ゲ オ ル

グ ・ ク リ ス ト フ ・ リ ヒ テ ン ベ ル ク の 目 に 留 ま っ た 。 リ ヒ テ ン ベ ル ク は 早 くか

ら 師 ア ブ ラ ハ ム ・ゴ ッ トヘ ル フ ・ケ ス トナ ー (1719-1800)の も と で 同 大 学

附 属 天 文 台 副 手 と し て 働 い て お り ，1791年 以 降 は 天 文 学 の 講 座 も 担 当 し て

い た 。 リ ヒ テ ン ベ ル ク の 天 文 学 者 と し て の 主 な 活 動 と し て は ， ヨ ハ ン ・ ト ビ

ア ス ・マ イ ア ー (1723-1762)の 遺 稿 集 (Tobiae Mayeri opera inedita，

1775)編 纂 ， 新 し い 月 面 ク レ ー タ ー の 発 見 ， ハ ノ ー フ ァ ー 周 辺 の 測 量 ， 中 世

の 天 文 学 者 コ ペ ル ニ ク ス の 伝 記 執 筆 な ど が 挙 げ ら れ る21)。 リ ヒ テ ン ベ ル ク は ，

20)Littrow， Joseph Johann von(Direktor der k. k. Sternwarte in Wien)：Die

 Wunder des Himmels oder gemeinfaﾟliche Darstellung des Weltsystems.

 Zweite verbesserte Auflage in einem Bande. Stuttgart 1837， hier S.375.な お

 この著 書 は1963年 ま で11版 を重 ね た。

21) 1997年 に リ ヒテ ンベ ル ク の ラ テ ン語 に よ る詳 細 な天 体 観 測 記 録 が ドイ ツ語 訳

 付 きで 出版 さ れ た。 Georg Christoph Lichtenberg：Observationes. Die

 lateinischen Schriften. Hrsg. v. Dag Nikolaus Hasse， G�tingen 1997.
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早 速1799年 版 「ゲ ッテ ィ ンゲ ン懐 中暦 』22)に お いて ， ハ ミル ト ン卿 の 報 告

に よ る エ トナ 火 山 や ヴ ェ スー ヴ ィ オ火 山 を 含 む 活 動 中 の 火 山 帯 を ， ケ プ ラ ー，

コペ ル ニ ク ス， ア ル キ メ デ スな どの 名 を 冠 した 月 面 中 央 の ク レー タ ー とそ の

周辺 の 山並 み に照 ら し合 わ せ， これ らの 月 面 山 脈 に お け る火 山 活 動 を 示 唆 し

た23)。 しか も天 体 望 遠 鏡 を通 して見 た月 表 面 に は， 火 山 噴 火 口 とお ぼ しき ク

レー ター や切 立 った崖 ， 山脈 や丘 陵 が 容 易 に 観 察 され た の に対 して， 海 や川

はお ろ か， 少 な く と も地 球 で言 う と ころ の 液 体 状 の物 質 は ど こに も見 当 た ら

な か った。 これ らの 月 に関 す る新 しい情 報 は， 火成 論 者 に と って 自説 擁 護 の

た め の強 力 な根 拠 と な った。 終 生 地 球 生 成 論 争 に 関 わ った ゲ ー テ が， 月表 面

を っぶ さ に観 察 しなが ら， 地 球 の成 りた ち に つ い て思 案 した こ とは想 像 に難

くな い。

 さ て，1825年 に な る と月 面 に 火 山 の み な らず ， 知 的 生 命 体 の存 在 が 確 認

され た と い う情 報 が 巷 を 駆 け巡 っ た。 地 球 以 外 の星 ， と くに月 に知 的 生 物 が

住 ん で い る可 能 性 につ いて は， す で に ケ プ ラー(1571-1630)が 指 摘 して い

る(「 夢 』 ・死 後1634刊)。 啓 蒙主 義 期 にな る と， ドイ ッ国 内 で もフ ラ ンス

の デ カ ル ト派 哲 学 者 ベ ル ナ ー ル ・ル ・ボ ビ エ ・ ド ・フ ォ ン トネ ル(1657-

1757)が 著 した天 文 学 入 門 書 『世 界 の複 数 性 に つ い て の対 話 』24)が普 及 し，

市 民 の愛 読 書 とな った。 「世 界 の複 数 性 」 とは， 宇 宙 に は地 球 以 外 に も生 物

の 住 む星 が あ る と い う仮 説 の こ と を い う。 天 動 説 か ら地 動 説 へ の 大 転 回 に

22) Goettinger Taschen-Calender. Hrsg. v. G. C. Lichtenberg. Goettingen：

 Dietrich.(Reprint nach der Originalausgabe der Nieders臘hsischen Staats-

 und Universit舩sbibliothek G�tingen 1996). Hier besonders Ein Paar

 Neuigkeiten vom Monde， S.25-30.

23) な お， これ よ り先 に哲 学 者 カ ン トは 『月 の火 山 にっ いて 』(1785)を 著 し， 地

 上 で 活 動 中 の 火 山 と月 面 上 の ク レー タ ー を比 較 し， 月 面 で も同様 の 火 山 活 動 が あ

 るだ ろ う と推 測 して い る。

24) ドイ ッ語 初 訳 は1698年 に ラ イ プ チ ヒで 刊 行 さ れ たが(訳 者 不 明)普 及 に は至

 らず ，1726年 の ゴ ッ トシ ェ ー トの 翻 訳 に よ って 広 ま り， 版 を重 ね た(1730，1738，

 i7so， i7si)o
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よ って， 宇 宙 の 中心 か ら突 然 放 り出 さ れ， 言 わ ば宇 宙 の孤 児 とな った人 間 は，

ア ナ ロギ ー思 考 を導 入 して， た だ ち に地 位 の 回復 を 図 った。 す な わ ち無 数 の

恒 星 が太 陽 と同類 な らば， 恒 星 を あ ぐ る惑 星 はす べ て地 球 と同様 に生 物 の棲

む星 の は ず で あ る， と類 推 した の で あ る。 こ う して人 類 は， 宇 宙 空 間 に無 数

の兄 弟 姉 妹 を 見 出 した の だ った。 多 少 誇 張 に な るが，18世 紀 に 夜 空 を仰 い

だ人 々 は， そ こ に瞬 くす べ て の星 に生 命 の息 吹 を感 じて い た ので あ る25)。 し

か しそ の一 方 で， 月面 観 測 が よ り精 緻 に な るに っ れ て， 月 に は水 も大 気 もな

い こ とが 明 らか に な った。 だ が この事 実 は， 月 に は生 物 が存 在 しえ な い とい

う結 論 を導 く。 月 へ の ロマ ンを棄 て きれ な い人 々 は， ど う して も納 得 せ ず，

月 に生 命 体 が存 在 す る こ とを頑 な な ま で に信 じよ う と した26)。

 さ て， ミュ ン ヒ ェ ン の天 文 学 者 グ ル ー イ トゥイ セ ンが 月 に 要 塞 を 発 見

した と い う報 せ は ゲ ー テ の 耳 に も届 い た。 これ に対 して ゲ ー テ は まず1824

年3月22日 ， フ リー ド リヒ ・フ ォ ン ・ ミュ ラー に， こん な 「馬 鹿 げ た こ と

(Unsinn)」 が一一般 に流 布 す るな ど， 真 実 に対 す る冒漬 も甚 だ しい， ま こ と

に嘆 か わ しい限 り， と ほ とん ど憤 慨 して 語 っ た(Goethes Gespr臘he III/1，

25) 「世界 の複数性」 をめ ぐって は， カ ン ト， ヘルダー， クロブシュ トックをは じ

 め とす る ドイッ啓蒙主義時代 の知識人達 が地球 外生命 の存在 を信 じ， この議論 に

 積極的 に参加 して いる。 この 「世界 の複数性」 に関 しては，2001年 春，工作舎 か

 ら刊行 されたマイケル ・J・クロウ著/鼓 澄治 ・山本啓二 ・吉田修訳 『地球外生命

 論争1750-1900.カ ン トか らロウエル までの世界の複数性をあ ぐる思想大全』(全

 3巻)の 第1巻 第2部 に詳 しい。

26) ドイッ啓蒙主義時代 の月人 に関す る息考変遷 につ いて は， Baasner， Rainer：

 1)as Lob der Sternkunst S.136ff.に 詳 しい。月面上 の生命体存在 を望遠鏡 で確認

 す ることが不可能であ ることは， ゲーテ も師事 したJ.E. B.ヴ ィーデベルクがす

 で に1762年 発表 の論 文 に明記 してい る。 に もか か わ らず1835年 に もい わゆ る

 「月人騒動」， す なわちジ ョン ・ハ ーシェル(ハ ー シェルの息子)が 月人 を発見 し

 た と騒 ぎにな り， 翼 を持 った月人 の挿絵 が 『ニ ュー ヨー ク ・サ ン』 紙 に報道 され

 た事 件 は大変興味深 い。 人々 は， 月 に水や大気が ないために地球人 と同 じ生命体

 の存在が不可 能であ ることまでは認 め たが， たとえ地 球人 とはか け離 れた姿を し

 ていて も月 に生物が存在す るとい う望みを棄て ようと しなか ったので ある。
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S.668f.， Nr.5438)。 と こ ろが ，そ れ か ら約1年 後 の1825年5月26日 ， ゲ ー テ

は著 者 か ら献 呈 され た報 告 書 『月 人 が 存 在 す る多 数 の確 た る証 拠 ， 特 に そ の

巨大 建 造 物 発 見 につ いて 』(Entdeckung vieler deutlicher Spuren der Mond-

bewohner， besonders eines colossalen Kunstgeb舫des derselben ，1824)を

「空 想 」 と しなが ら も， 興 味 深 く通 読 して い る (。Vorz�lich Gruithuisen

Mondsphantasien“ ， WA III-10， S.60)。 さ らに1825年9月 の グル ー イ トゥ

イ セ ンの ヴ ァイ マ ー ル訪 問後 に な る と， ゲ ー テ はか な り態 度 を軟 化 させ て お

り， 同年11月13日 付 の ネ ー ス ・フ ォ ン ・エ ー ゼ ンベ ック (1776-1858)宛

の手 紙 で は， グ ル ー イ トゥイ セ ン訪 問 の折 に は一 緒 に詳 細 な月 面 観 察 を行 い，

感 銘 を う け た こ と を伝 え ， こ の若 い天 文 学 者 に対 す る激 励 の言 葉 を添 え て い

る27)。こ の ゲ ー テ の
，態 度 が 変 化 した 原 因 と して は，お そ ら く1825年9月5

日付 ゲ ー テ 宛 の グ ル ー イ ト ゥ イ セ ンの 手 紙 に 手 が か りが あ る。 こ こ で グ

ル ー イ トゥイ セ ン は 自分 の発 見 を ゲ ー テの 『色彩 論 』 の発 見 にな ぞ らえ て い

る28)。自慢 の 『色 彩 論 』 にっ い て は不 遇 を か こ って い た ゲ ー テ が， 自説 を支

27) Vgl. Goethe's naturwissenschaftliche Correspondent (1812-32) . Im

 Auftrage der von Goethe'schen Familie. Hrsg. v. F. Th. Bratranek Leipzig

 l874： 。H6chst merkwurdig war mir vor einigen Wochen der Besuch von

 Herrn Professor Gruithuisen.[...]Bei dem grundguten Gruithuisen ward

 mir die Operation der Ausgleichung nicht schwer. Die makro-und

 mikromegischen Beobachtungen wichtiger Gegenst舅de， beg�stigt durch

 ein scharfes Organ， unterst�zt durch hochverbesserte Werkzeuge， sind

 aller Aufmerksamkeit， aller Sch舩zung werth. Man nehme die舁tern

 Mondkarten vor sich und sehe die Stufenfolge der Deutlichkeit bis in das

 Einzelne der Zeichnungen und lithographirten Bl舩ter des genannten

 Freundes， so wird man freudig erstaunen und ihm gern erlauben， sich

 Vorstellungen zu machen， die ihm zu fernerem Streben Luft und Muth

 erneuen [...]” (S.133f.)

28) ibid. S.171f.： 。DaB es mit meiner Entdeckung im Monde genau so gehen

 wird， wie mit der Entdeckung， die Euere Excellenz in der Farbenlehre

 machten， habe ich mich sowol schon in Baiern， als nunmehr auch auf

 meiner Reise�erzeugt.[...]Da die Newtonianer die Farbenlehre immer so
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持 す る若 者 の 訪 問 を 歓 迎 した こ と は容 易 に 推 測 し得 る。 その 後 もふ た りは文

通 関 係 に あ り，1830年2月17日 ，1831年8月31日 付 ゲ ー テ宛 の グル ー イ

トゥイ セ ンの手 紙 が 現 存 して い る。 ゲ ー テ が地 球 外 生 命 ， 特 に月 人 の 存 在 を

最 終 的 に信 じた の か ど うか は， は っ き り しな い。 しか し1827年 に 発 表 され

た ゲ ー テ の 『穏 や か な クセ ー ニ エ ン」 に， 当 時 の 多 様 で 豊 か な 宇 宙 の概 念 を

反 映 した よ うな 「す べ て の星 に は生 命 が 宿 って い る」(。Das Leben wohnt

in jedem Sterne.“MA 13-1， S.226)と い う言 葉 が あ る こ と に注 目 した い。

3.隕 石 あるいは火球

 月 面 火 山 活 動 の報 告 は， 地 質 学 領 域 の議 論 の枠 を こえ， さ らに ゲ ー テ時 代

の天 文 お よ び気 象 学 者 に よ る隕 石 の起 源 に関 す る学 術 的議 論 へ と波 及 して い

く。 す な わ ち 「隕 石 が 地 球 外 固 体 物 質 な のか ， あ る い は地 球 の大 気 圏 内 で形

成 され る虹 や 幻 日の よ う な気 象 現 象 の ひ とっ な のか?」 と い う問 題 で あ る。

 ゲ ー テ は1801年6月7日 ， ゲ ッテ ィ ンゲ ン訪 問 中 に ヨハ ン ・フ リー ド リ

ヒ ・ブル ー メ ンバ ッハ(1752-1840)の も とで隕 石 を見 た。 これ が 彼 の 隕 石

に 関 す る最 初 の記 述 で あ る(WA III-3， S.18f.)29)。 ま た ゲ ー テ の鉱 物 コ レク

シ ョ ンに は，4種 類 の隕 石(鉱 物 収 集 カ タロ グNr.1155，6605 ，6968，7801)

が含 ま れ て い る。

 隕 石 学 の歴 史 は， エル ンス ト ・フ ロ ー レ ンス ・ク ラ ドニ(1756-1827)と

と も に 始 ま っ た。 ク ラ ドニ の 手 記 に よ る と1793年 ， 講 演 旅 行 の た め ゲ ッ

テ ィ ンゲ ンを訪 れ た時 ， リ ヒテ ンベ ル ク と物 理 学 の諸 問題 に つ い て討 議 す る

 gern ohne Farbe mit Linien und Ziffern demonstriren， so k�nen sie in der

 Regel nicht begreifen， was man mit Farben besser beweisen sollte k�nen

 und was wol die Physiologie dabei leisten mag.“ グ ル ー イ ト ゥ イ セ ンが ゲ ー テ

 に 宛 て た 残 り の 書 簡2通 はS.173f.参 照 。

29) VgL MA 14， S.69：Tag undノ臧res-Hefte 1801： 。Ich sah bei ihm[Hofrat

 Blumenbach]den ersten Aerolithen， an welches Naturerzeugnis der Glaube

 uns erst vor kurzem in die Hand gegeben ward.”
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機 会 が あ り ， 火 球(Feuerkuge1)に つ い て も論 議 が 及 ん だ 。 火 球 と は ， 総

じて 単 独 で 出 現 す る特 に 明 る い 大 流 星 の こ と で ， 途 中 で 爆 発 し た り ， 火 の 粉

を 振 り ま く よ う に 炸 裂 した り， 顕 著 な も の は 隕 石 と な っ て 地 上 落 下 す る 。 夜

で も真 昼 の よ う に 明 る く な る よ う な 大 火 球 が 出 現 し， 大 砲 の よ う な 大 音 響 を

伴 う場 合 が あ る。 さ て ， こ の 時 リ ヒ テ ン ベ ル ク は ， 火 球 の 構 成 成 分 が 地 球 上

の 鉱 物 と異 な る こ と を 指 摘 し， 冗 談 半 分 に 「か っ て 人 々 は彗 星 を 地 球 大 気 圏

内 形 成 物 と 考 え て い た が ， 彗 星 同 様 に 火 球 も 地 球 外 か ら の 飛 来 物 で は な い

か 」 と語 っ た と い う30)。 こ れ に ヒ ン トを 得 た ク ラ ドニ は1794年 ， 『パ ラ ス そ

の 他 で 発 見 さ れ た 隕 鉄 類 お よ び こ れ に 関 連 し た 自 然 現 象 に つ い て 』(ﾜber

den Ursprung der von Pallas gefundenen und anderer ihr臧nlicher Eisen-

massen und�er einige damit勿Verbindung stehen(zθ ハTaturerscheinun-

gen)を 発 表 し， 隕 石 が 地 球 外 起 源 で あ る こ と を 提 唱 し た 。 翌 年 に は オ ル

バ ー ス が ハ ン ブ ル ク で シ エ ナ の 隕 石 雨 に つ い て 同 趣 旨 の 講 演(ﾜber den

Steinregen zu Siena)を 行 っ て い る 。 さ ら に1802年 に は フ ラ ン ス の ラ プ

ラ ー ス が 天 文 専 門 誌 『月 間 通 信 」 で ， 隕 石 を 月 面 火 山 の 噴 火 物 と す る 見 解 を

公 に し た31)。 続 く1803年 に は オ ル バ ー ス が 再 び 断 定 は 避 け な が ら も， 隕 石

が 活 動 中 の 月 火 山 火 口 か らの 噴 出 物 で あ る 可 能 性 を 示 し た32)。

 ゲ ー テ は ク ラ ドニ の 音 響 学 だ け で は な く， 隕 石 理 論 に も深 い 関 心 を 抱 い て

い た 。 しか しゲ ー テ は， ク ラ ドニ と 友 人 関 係 が 成 立 して か ら も， 隕 石 を 地 球

外 物 質 か 気 象 現 象 と捉 え る か ， 逡 巡 し 続 け た33)。1815年 成 立 の 長 詩 『神 と

30) Vgl. Chladni， Ernst Florens Friedrich：ﾜber den kosmischen Ursprung

 der Meteorite und Feuerkugeln (1749). Erl舫terung von G�ter Hoppe.

 Ostwalds Klassiker der exakten Wissenschaften Bd.258， Thun/Frankfurt a.

 M.1996，hier S.13.

31) Vgl. Laplace， Pierre Simon Marquis de：Aus ， einem Schreiben des

 Senateurs LaPlace. In：Monatliche Correspondenz 7(1802)， S.148-160.

32)Olbers， Heinrich Wilhelm Matthias：ﾜber die vom Himmel gefallenen

 Steine. In：Monatliche Correspondenz 7(1803)， besonders S.157 und S.160.

33) Hoppe， G�ter：Goethes Ansichten�er Meteorite und sein Verh舁tnis

 zu dem Physiker Chladni. In：Goethe-Jahrbuch 95(1978)， S.227-240.
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心情と世界」の記述か らは，ゲーテが隕石を気象現象のひとっとして捉えて

いたことが読み取れる。

透明な大気は，純粋そのもののようだが

その懐には鋼鉄と石を秘あている。

ひとたび引火 して，互いが触れあえば

隕石の雨が降るだろう。 (MA 9， S.117)

1825年 に ゲ ー テ は 『火 球 につ いて 』(ﾜber den Feuerkugel)と 題 した短 い

自然 科 学 論 文 を発 表 した が， こ こで も隕 石 は大 気 圏 上 空 で塵 や埃 が凝 固 した

もの とす る説 を支 持 して い る。 この論 文 の 冒頭 部 分 で ゲ ー テ は， 大 気 中 か ら

落 下 す る隕 石 と気 圧 の変 化 に関 わ りが あ る と主 張 す る ベ ル リ ン天 文 台 の ヨハ

ン ・ハ イ ン リ ヒ ・メ ー一ドラ ー(1794-1874 ， 月研 究 者 と して 有 名)の 文 章 を

引 用 したの ち，気 圧 計 の変 化 と 「地 球 上 の諸 自然 現 象 」(tellurische Naturer-

scheinungen)間 ， す なわ ち地 震， 火 山 噴 火 そ して 隕 石 出 現 な ど に は相 互 関

係 が あ る と結 論 づ けた(MA 13-2， S.275)。 また 「隕 石=気 象 現 象 」 説 を と

る立 場 か ら， ゲ ー テ は 「隕石Meteor」 の 語 を 使 う こ とを 意 識 的 に避 け， 代

わ りに 「大 気 中 か らの石 」 を意 味 す るAerolith， Luftstein， atmosph艾�

rischer Steinの 語 を用 いて い る。

 な お ゲ ー テ は ブル ー メ ンバ ッハ を通 じて， フ ェル デ ィナ ン ド ・ア ドル フ ・

フ ォ ン ・エ ン デ の 講 演 集 『月 か ら降 って き た鉱 物 お よ び 岩 石 類 に っ い て 』

(ﾜber Massen und Steine， die aus dem Mond gefallen sind，1804)を 入 手

して い る。 ゲ ー テ の後 期 作 品 「フ ァウ ス ト」 第 二 部 「古 典 的 ヴ ァル プ ル ギ ス

の 夜 」 で は， なだ らか な山 の 頂 が 突 然 の 隕 石 降 下 に よ って 尖 って しま う場 面

が あ る34)。この 時 の ホ ム ンク ル ス の台 詞 は， エ ンデ の著 書 名 を連 想 させ る。

34) ゲーテはすでに 『遍歴 時代』鉱 山祭 の場面 で，水成説 や火成説を紹介 した後，

  第4グ ループの主 張 として，大小 の隕石 が落下 す ることに よって地球が形成 され

  た とす る仮説 を紹介 してい る。Vgl， MA 17， S.491.
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ホ ム ン クル ス 私 は 凄 ま じ い 衝 撃 を 感 じま し た 。

岩 が 月 か ら降 っ て き た の で す 。

。Der Fels war aus dem Mond gefallen“.

            (MA 18-1， S.214， V.7939)

4.彗 星

 1801年 元 旦 ， パ レル モ天 文 台 の ジ ョバ ンニ ・ピ ア ッチ が 火 星 と木 星 の 間

隙 を埋 め る最 初 の小 惑 星 ケ レス を 発 見 した。 続 いて1807年 ま で にパ ラス，

ユ ー ノ ー， ヴ ェ ス タ の計4小 惑 星 が 発 見 さ れ た。 これ らの天 体 は通 常 の惑 星

と比 較 して 著 し く小 さか った た め， か つ て 火 星 ・木 星 間 に存 在 したで あ ろ う

通 常 の大 き さの惑 星 が 何 らか の 力 に よ り崩 壊 し， 破 片 と な っ た もので は な い

か と推 測 され た35)。 さ ら に天 文学 者達 は こ こか ら惑 星 同 士 の衝 突 や 惑 星 と彗

星 の衝 突 を連 想 し， この 関連 か ら彗 星 が特 に注 目を 浴 び る よ う に な る。

 彗 星 は， お どろ お ど う しい姿 で突 然 出現 す る こ とか ら， 不 吉 の 前 兆 ・妖 し

い星 と して恐 れ られ て きた。 イ ギ リス人 天 文 学 者 エ ドモ ン ド ・ハ レー(1656

-1742
，彼 は ニ ュ ー トンの若 い同 僚 だ っ た)は1607年 に出 現 した 大 彗 星 の軌

道 計 算 を行 い， この彗 星 が約76年 周 期 で 回 帰 す る こ とを予 言 した。 この 予

言 は， 彼 の死 後16年 を 経 た1758年 末 の彗 星 再 来 に よ って実 証 され， 以 後 こ

の彗 星 は 「ハ レー彗 星 」 と呼 ば れ て い る。 こ う して18世 紀 後 半 に な って，

彗 星 は よ うや く周 期 的 に回 帰 す る天 体 で あ る こ とが判 明 した。 な お ゲ ー テ は

早 くか ら彗 昼 に関 心 を持 って お り， す で に初 期 の戯 曲 『ゲ ッ ッ ・フ ォ ン ・ベ

ル リ ヒ ンゲ ン』(1773)に ハ レー彗 星 を 登 場 させ て い る (MA 1-1， S.633

35) 『気象学試論』(Versuch einer Witterungslehre，1825)の ゲーテの小惑星 に関

 す るコメン トもあわせて参照 され たい(MA 13-2， S.301)。 なお小惑星帯 が衝突

 によって破壊 された一惑星 の破 片に よって形成 された とい う説 は長 く支持 され て

 きたが， 現在で は各小惑星の成分解析が進み， 太陽系誕生時か ら複数 の小天体が

 あ り， 一 部 はその まま残存， 残 りは衝突 によって破壊 されて小惑星帯 を形成 した

 とい う説が有力 とな って いる。現時点 で軌道が確定 してい る火星 と木星 間の小惑

 星の数 は6000を 超えてい る。
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undS.635)0

 ところでハ レーは，彗星の地球衝突の可能性を示唆 したばか りでなく，地

球はすでに一度あるいは複数回にわたって彗星衝突を経験 しており，この衝

突によって創世記に記されている大洪水や大規模な地盤変化がおこり，最終

的に現在の地球になったと考えた。彼は，カスピ海は彗星衝突によってでき

た湖であり， さらにこの衝突によって北極が移動 して北アメリカ大陸が温暖

化 されたのではないか，などの仮説 も立てている36)。

 さらに18世 紀後半になると， フランスのラランデとラプラースが彗星 と

惑星が衝突する可能性を示 したが，特 に前者は1773年 に彗星が地球に衝突

すると誤算 し，パ リ市民を地球滅亡の恐怖に陥れた。 ドイッではガウスがオ

ルバースに宛てた私信の中で地球に一彗星が衝突 した場合の可能性について

言及 している37)。またその受取人で6っ の彗星の発見でもあるオルバースは，

論文 『一彗星が地球に衝突する可能性について」38)で，その確率は非常に低

いものの，ゼロとは言えないと記 した。また彼は，かっての恐竜絶滅は彗星

激突 に起因するものだろうとの推測も行っている39)。

 オルバースがこの論文を発表 した翌年1811年 ，秋の夜空に長い尾をひく

巨大彗星が出現 した。当時の目撃者の報告では，ハ レー彗星もかすむほどの

強烈な輝 きを放っ，みごとな彗星だったという。ゲーテも早速，戯曲 『エビ

36) こ の ハ レ ー の 学 説 に っ い て はOlbers， Wilhelm：Ueber die M�lichkeit
， daﾟ

 ein Komet mit der Erde zusammenstoﾟen k�ne. In：Monatliche

 Correspondenz 22(1810)， S.409-450か ら 転 用 し た(S.440f.)。 プ ロ シ ェ に よ る

 と こ れ は ハ レ ー が1694年 に 書 い た も の で あ る と い う 。

37) Vgl. Brosche， Peter：Die Kosmogonie Anton von Zachs. In：Berichte zur

 Wissenschaftsgeschichte 9(1986)， S.89-93， hier S.90.

38)Olbers， Wilhelm：Ueber die M�lichkeit， daﾟein Komet mit der Erde

 zusammenstoﾟen k�ne. In：Monatliche Correspondenz 22(1810)， S.409-450.

39) Siehe auch：Brosche， Peter：Die Kosmogonie Anton von Zachs， S.90.な お

 こ れ に 並 行 し て 進 め ら れ て い た 地 質 学 調 査 で ， も は や 生 存 し な い 生 物 の 化 石 が 相

 次 い で 発 見 さ れ た 。 「絶 滅 」 と い う言 葉 が ， 大 学 講 義 や 研 究 文 献 に 使 用 さ れ 始 め た

 の も こ の 頃 で あ る 。
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メ ニ ー デ ス の 目覚 め』(1814-15)第 二 幕 六 場 に 巨大 彗 星 を 出 現 させ(MA 9，

S.222)， 草 稿 の ト書 きに 「姿 は最 近 の彗 星 と同様 に(WA I-16 ， S.545：Lese-

arten)」 と書 き込 ん で い る。

 この 大彗 星 出 現 は一 般 の 人 々 に強 い 印 象 を残 した だ けで な く， 天 文学 者達

の 間 で も物 議 を か も した。 カ ー ル ・ア ウ グス ト公 や ゲ ー テ と も親 しか った

ゴー タ ・ゼ ー ベ ル ク第2代 天 文 台長 ベ ル ンハ ル ト ・ア ウ グス ト ・フ ォ ン ・リ

ン デ ナ ウ(1779-1854)40)は ，9月12日 付 の ケ ー ニ ヒ ス ベ ル ク 天 文 台 長 ブ

リー ド リヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム ・ベ ッセ ル(1782-1846)宛 の 手 紙 に， 「これ ほ ど

の長 い尾 を 引 く彗 星 は これ ま で の歴 史 記 録 に な い」 と書 き送 って い る。 さ ら

に リ ンデ ナ ウ は， ゲ ー テ が 所 有 して い る9月18日 付 の マ ッ ト男 爵 夫 人 に宛

て た手 紙 で も， こ の彗 星 の顕 著 な特 徴 を 報 告 して い る。

シ ュ レー ター， オル バ ー， ガ ウ スそ して私 の い ず れ も彗 星 本 体 の核 を 見

っ け られ な い だ けで な く， 密 集 した ガ ス状 の もの しか確 認 で きな い の で

す 。 顕 著 な特 徴 は， この彗 星 の尾 で し ょ う。 ま るで彗 星 本 体 とは別 もの

で あ るか の よ うに， そ の尾 は 日毎 に増 長 して い ます 。

(Goethes Autogrammsammlung：Mikrofilm GSA Bestand 33， Signa-

tur 441)

ゲ ー テ 自身 も この 彗 星 出 現 に大 き な関 心 を 示 し， 頻 繁 に観 察 して い る。1801

年 の 日記 に はた とえ ば 「星 影 さや か な夜 空 と は っ き り確 認 で き る大 彗 星(9

月7日 ，WA III-4， S.232)」 ， 「美 しい星 月 夜 。 彗 星 は完 全 に観 測 で き る(9

月10日 ，ibid.)」 な ど繰 り返 し彗 星 に関 す る言 及 が あ る。 さ らに9月16日

に は， ヴ ァイ マ ー ル 図書 館 か らボ ー デ の天 文 学 入 門書 『図版 付 星 空 の 知識 』

40) リ ン デ ナ ウ と ゲ ー テ と の 関 係 に っ い て は 特 にBiermann ， Kurt-R.：Bernhard

 August von Lindenau. Weggef臧rte und。Widersacher“Goethes. Zum 200.

 Geburtstag Lindenaus am 11. Juni 1979. In：Goethe-Jahrbuch 96(1979)，

 S.221-232が 詳 し い 。
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(Kenntnis des gestirntes Himmels nebst Karten，1782)を 借 り(Keudell，

Nr.728)， カ ー ル ・ア ウ グ ス ト公 の 当時 の天 文 指 南 役 フ ェル デ ィナ ン ド ・

フ ォ ン ・ ミュ ブ リ ン グ(1775-1851)や イ ェ ー ナ大 学 数 学 教 授 ヨハ ン ・ブ

リー ドリ ヒ ・ク リス テ ィア ン ・ヴ ェ ル ネ ブ ル ク (1777-1851)を 相 手 に天 文

学 や 太 陽 系 の 構 造 につ いて 議 論 して い る。 ゲ ー テ は 日記 に記 録 して い な いが ，

9月 末 に リ ンデ ナ ウ が ヴ ァイ マ ー ル を 訪 問 した時 の主 要 テ ー マ は こ の大 彗 星

で あ った ら し い。 ゴ ー タ に戻 っ た リ ンデ ナ ウ は 早 速10月12日 に 論 文 抜 刷

『1811年 の大 彗 星 に関 す る最 新 観 測 結 果 』41)を 届 け， これ に対 して ゲ ー テ は

20日 に 丁 寧 な 礼 状 を 返 して い る(WAIV-22，S.179f.)。

5.イ ェーナ天文台監督官 としてのゲーテ

 1811年 の 彗 星 は， ゲ ー テ の 公 務 に も影 響 を 及 ぼ した。 大 彗 星 出 現 を き っ

か け に カ ー ル ・ア ウ グ ス ト公 が イ ェ ー ナ天 文 台 建 設 を決 定 し， ゲ ー テ を天 文

台 監 督 官 に任 命 したか らで あ る。 初 代 イ ェ ー ナ天 文 台 長 に選 ば れ た カ ー ル ・

ハ イ ン リ ヒ ・ミュ ン ヒ ョウ (1778-1836)と ゲ ー テ は， 共 通 の友 人 ク ネ ー ベ

ル 宅 で1811年 秋 に頻 繁 に会 合 した。 先 の リンデ ナ ウの ヴ ァイ マ ール 訪 問 は，

天 文 台 建 設 計 画 に助 言 す るた め の も のだ っ た。 天 文 台 建 設 地 に は シ ラー が避

暑 に使 っ て い た夏 の 家42)が選 定 され ，1812年4月28日 に は ゲ ー テ の 指 揮 下

41) Lindenau， Bernhard August von：Resultate der neuesten Beobachtungen

 �er den groﾟen Cometen von 1811.(Goethes Bibliothek Katalog Nr.

 4815).な お こ の論 文 はMonatliche Correspondenz 1811の9月 号S.289-318に

 掲 載 さ れ た。

42) の ち に隣 に大 学 天 文 台 が新 設 さ れ て か ら は， 旧天 文 台(通 称 「ゲ ーテ 天 文 台 」)

 は代 々 イ ェ ー ナ大 学 附 属 天 文 台 長 の私 邸 と して 使 用 さ れ， 現 在 は シ ラ ー記 念 館 と

 な って い る。1827年10月8日 ， ゲ ー テ最 後 の 天 文 台 訪 問 に 同 行 した エ ッカ ー マ

 ンは 次 の よ うな 記 述 を残 して い る。 「そ れ か ら私 は(第3代 イ ェ ー ナ 天 文 台 長)

 シ ュ レー ン と連 れ 立 っ て屋 根 裏 に 上 が り， シ ラー の 家 の 窓 か ら素 晴 ら しい眺 め を

 満 喫 し た。(中 略)こ こ か ら は惑 星 の 出 入 りを み ご と に観 察 す る こ と が で き，

 『ヴ ァ レ ン シ ュ タ イ ン』 の 天 文 学 や 占星 術 を め ぐる詩 作 に は最 適 の場 所 だ， と納 得

 した の だ った 」。(MA 19， S.593)
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で建 設 着 工 ， 子 午 線 が定 あ られ た。 翌1813年9月13日 ， カ ー ル ・ア ウ グス

ト大 公 の誕 生 日に完 成 ， 大 公 臨席 の も とに黄 道 周 辺 の恒 星 観 測 が行 わ れ た。

 ち ょ うど天 文 台 建 設 直 前 の1809年 か ら1810年 に か け て， ゲ ー テ は 『色 彩

論 』 歴 史 篇 を執 筆 して い た。 も と も と視 覚 の 問題 に早 くか ら取 り組 ん で い た

の は， 眼 科 医 で は な く， 光 学 レン ズを 扱 う天 文学 者達 だ った。 『色 彩 論 』 歴

史 篇 に， ガ リレオ や ケ プ ラー を筆 頭 に 多 くの 天文 学 者 達 お よ びC.M.ホ ー ル

(1704-1771)や ドロ ン ド父 子 の よ うな レ ンズ製 作 者 達 の業 績 が と りあ げ られ

て い る の は こ の た あで あ る。 『色 彩 論 』 執 筆 の た あ に， この時 期 ゲ ー テ は頻

繁 に ヴ ァイ マ ー ル図 書 館 か ら天 文 学 関 係 書 を借 りて い る。 た とえ ば1809年

に は ケ プ ラ ー(Keudell， Nr.567)， ニ ュー トン(Nr.580)， フ ォ ン トネ ル

(Nr.624)の 著 作 とガ リレイ の伝 記(Nr.568)，1810年 に は トビア ス ・マ イ

ア ー(Nr.665)と ケ ス トナ ー(Nr.666)の 著 作 お よ び ツ ァ ッハ の天 文 学 誌

『月 間 通 信 』(Nr.675)の 借 出記 録 が あ る。 歴 史 篇執 筆 は， はか らず もゲ ー

テの新 任 務 ・天 文 台監 督 官 へ の 助 走 と な っ た。

 さて天 文 台監 督 官 に就 任 した ゲ ー テ は， 天 文 学 者 の 直 筆 に よ る書 簡 の収 集

に乗 り出 す。 この 時 リンデ ナ ウ(1812年2月9日 付 書 簡 で収 集 を依 頼 ：Vg1.

WA IV-22， S.260)や ク ネ ーベ ル 経 由 で 集 め られ た 自署 コ レク シ ョ ンは，

ゲ ー テ ・シ ラー文 書 館 に所 蔵 され て い るが ， そ の 充 実 した 内 容 に は瞠 目す る

ば か りで あ る。 ボ ー デ， ベ ッセ ル， ダ ラ ンブ ル， オ イ ラ ー， ガ ウ ス， ハ ー

デ ィ ン グ， ハ ー シ ェル父 ， コペ ル ニ ク ス， ラ プ ラ ー ス， トビ ア ス ・マ イ アー，

オ ルバ ー ス， シュ レー ター， シ ュー マ ハ ー， ッ ァ ッハ とい った近 代 天 文 学 の

重 要 人 物 達 の直 筆 書 簡 が網 羅 され て お り， 天 文 台建 設 計 画 や太 陽系 の し くみ

な ど， 当 時 の天 文 学 に お け る重 要 な テ ー マ を扱 って い る内容 も多 い。 これ に

リ ヒテ ンベ ル クや グ ル ー イ トゥイ セ ンな ど直接 文 通 して い た人 物 ， ま た彼 が

監 督 官 と して 関 わ った イ ェ ー ナ お よ び ゼ ー ベ ル ク天 文 台 の ス タ ッ フを含 め る

と， ゲ ー テ はか な りの数 の天 文 学 者 達 を知 って い た こ とに な る。 ゲ ー テが プ

リー ド リ ヒ ・フ ォ ン ・ミュ ラ ー に語 っ た 次 の 言 葉 は，1812年12月16日 に

発 せ られ た もの で あ る。
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私 は， 天 文 学 が あ らゆ る学 問 の 中 で唯 一 ， 世 間一 般 に認 あ られ た揺 る ぎ

な い基 礎 に立 ち， 確 実 な足 取 りで， っ ね に果 て しな く前 進 す る学 問 で あ

るが ゆ え に， 価 値 を お く。 (Goethes Gespr臘he II， S.755f.， Nr.3661)

イ ェ ー ナ 天 文 台 当 初 の 設 備 は， カ ー ル ・ア ウ グ ス ト大 公 が 必 要 な 観 測 機 材 の

多 く を 寄 付 した う え ， 大 公 妃 マ リ ア ・パ ブ ロ フ ナ が 財 政 援 助 を 行 っ た こ と も

あ り， 観 測 に 不 自 由 は な か っ た43)。 定 期 的 な レ ン ズ の 研 磨 や 観 測 機 材 の 修 理

は ， ヴ ァ イ マ ー ル 宮 廷 技 師 ヨハ ン ・ク リ ス ト フ ・ケ ル ナ ー(1778-1847)が

担 当 し た 。 さ ら に1817年 以 降 ， ケ ル ナ ー は 光 学 レ ン ズ の 製 作 に 挑 む 。 色 彩

学 研 究 の 一 環 と して ， ゲ ー テ も こ の 試 み を 積 極 的 に 支 持 し， み ず か ら も製 作

現 場 に 立 ち 会 っ て 実 験 を 繰 り返 した 。 こ の 時 期 の ゲ ー テ と カ ー ル ・ア ウ グ ス

ト大 公 の 書 簡 に は ， 頻 繁 に ケ ル ナ ー の レ ン ズ 製 作 実 験 が 話 題 と な っ て い る 。

ケ ル ナ ー の 試 み は ， ゲ ー テ 生 前 に は 成 功 し な か っ た が44)， そ の 弟 子 カ ー ル ・

ッ ァ イ ス(1811-1888)の 時 代 に 実 を 結 ん だ 。 こ の 意 味 で ゲ ー テ は ， ドイ ツ

有 数 の 光 学 レ ン ズ ・メ ー カ ー 創 立 に 間 接 的 に 関 与 し た 人 物 の ひ と り で あ り，

彼 の 先 見 性 は 評 価 さ れ る べ き で あ ろ う 。

43) 当 時 の イ ェ ー ナ天 文 台 の 状 況 お よ びゲ ー テの 監 督 官 と して の活 動 につ い て， 詳

  し くはKnopf， Otto：Die Astronomie an der Universit舩 Jena von Grundung

 der Universit舩 im Jahre 1558 bis zur Entpflichtung des Verfassers im

 Jahre 1927. Jena 1937；Schimid， Irmtraut：Die Oberaufsicht�er die

 naturwissenschaftlichen Institute an der Universit舩 Jena unter Goethes

 Leitung. In：Impulse 4. Berlin/Weimar 1982， S.148-187；Schielicke， Reinhard：

 Zeugnisse�er die Einrichtung des Observatoriums und das Wirken der

 Astronomen an der Sternwarte zu Jena am Beginn des 19. Jahrhunderts.

 In：Reicht�er und Rarit舩en. Jenaer Reden und Schriften. Jena 1990，

 S.132-144な どを参 照 され た い。

44) ケ ル ナ ー の光 学 レ ンズ製 作 実 験 につ い て は， ふ た た び ゴー タ天 文 台 関 係 者 に 助

 言 が求 め られ た。 テ ユ ー リンゲ ン国 立 文 書 館 に保 存 され て い る1826年1月28日

 付 カ ー ル ・ア ウ グ ス ト大 公 宛 の リ ンデ ナ ウ の書 簡(Bestand：HA A， XIX 73)に

  は， レ ン ズ製 作 者 フ ラ ウ エ ンホ ー フ ァ ー や ジ ェ ノ ヴ ァか らの ツ ァ ッハ の所 見 も含

  め て， ケ ル ナ ー の レ ンズ製 作 失 敗 原 因 が追 求 さ れ て い る。



24

 1819年 秋 以 降 ， 第2代 天 文 台 長 に 就 任 した ヨハ ン ・フ リー ド リヒ ・ポ ッ

セル ト(1794-1823)は ， ガ ウ スの愛 弟 子 で 前 途 有 望 な 科 学 者 だ っ た
。 彼 の

代 か ら， 気 象 予 報 に特 に 関心 を 持 って い た カ ール ・ア ウ グ ス トとゲ ー テの 強

い 意 向 に よ り， 気 象 学 研 究 が 継 続 的 に並 行 して進 あ られ る
。1819年 に は 公

領 内 に複 数 の測 候 所 が 設 け られ， 毎 日3回 ， 定 時 に気 温 ・気 圧 計 の計 測 が行

わ れ る こ と に な っ た。 当 時 ， 気 象 学 は天 文 学 の一 領 域(当 初 天 候 は惑 星 の運

行 の影 響 下 にあ る と考 え られ て い た た め)に 分 類 さ れ て い た とは い え， これ

ほ ど組 織 的 か っ継 続 的 に気 象 観 測 が 行 わ れ た例 は珍 し く
， 以 来 気 象 学 研 究 は

イ ェー ナ天 文 台 の顕 著 な特 色 とな った45)。 また そ れ に先 が けて 行 わ れ た ゲ ー

テ の気 象 学 研 究 の成 果 『カ マル パ 』(Aufsatz�er Wolken 。Camarupa“ ， Be-

stand S Abd. XLIII，16)や 『ハ ワ ー ドの雲 の分 類 」(Howards Wolkenfor -

men， ibid.)に 関 す る論 文 お よ び これ に付 随 した美 し く彩 色 され た雲(Blatt

21)や 大 気 の色(Blatt 22/23)の ス ケ ッチ は， イ ェ ー ナ大 学 天 文 台 の資 料

と して収 め られ て お り， これ らの 作 品 とゲ ー テの 天 文 台 にお け る活 動 との 強

い結 び っ き を示 して い る。 ゲ ー テ は引 き続 き1820年 代 も熱 心 な 気 象 学 研 究

を行 って お り，1825年 に は 「気 象 学 試 論 』 を発 表 ， さ らに1828年9月 初 あ

に は静 養 中 の イ ェ ー ナ近 郊 の ドル ンブ ル ク か らツ ェ ル ター に宛 て て
， 続 ・気

象 学 試 論 と いえ る内 容 の 長 い学 術 的 書 簡 を送 っ た(WA IV-45 ， S.1-12)。

なお ドル ン ブル ク滞在 中 の ゲ ー テ は， 夏 の星 座 と月 ・水 星 ・金 星 ・火 星 の惑

星 大 集 合 を観 察 して お り(エ ッカ ー マ ン，1828年6月15日 付MA 19
， S.

249)， 天 文 学 へ の関 心 も薄 れ て い な い。

 ドル ンブ ル クか らヴ ァイ マ ー ル に帰 った ゲ ー テ は， ま もな く 『ヴ ィル ヘ ル

ム ・マ イ ス タ ーの 遍 歴 時 代 」(決 定 稿1829年)を 完 成 させ た
。 そ の第 二 巻 末

を 締 め く くる詩 『遺 言 」(Verm臘htnis)に は， ケ プ ラーや ガ リ レイ を思 わ

せ る天文 学 者 の功 績 を称 え た連 が あ る。

45) ゲーテが天文台監督官就任 中の大量 の気象学研究 資料 は現在 イ ェーナ大学 附属

 文書館 にオ リジナルのまま保存 されている(イ ェーナ大学天 文台資料Bestand S.

 Abd. XLIII etc.)o
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真実なるものは 遙か昔に見出され，

高貴な精神の持ち主たちを結び合わせた

このいにしえの真実を 把捉せよ

地球の子 らよ，感謝を捧げよ

地球に太陽の周 りを公転することを

そ して惑星達に軌道を示 した かの賢人に (第2連 ・MA 17， S.539)

6.ま とめ ・ゲ ーテの天文学受容 とその限界

 これ まで 述 べ て き た よ うに， ゲ ー テ は早 くか ら天 文 学 に興 味 を示 して い た。

1811年 に は天 文 台 監 督 官 に就 任 し， 天 文 学 の知 識 を さ ら に深 め て い った。

と こ ろが そ の ゲ ー テが ，1827年2月1日 ， 次 の よ うに語 った とい う。

私はこれまで一度として天文学に従事 したことはない。というのも天文

学では感覚を働かせるだけでは不十分で，必ず専門器具や計算そして力

学に助けを借 りな くてはならないことになるのだが，この習得にはゆう

に人生のすべてを必要 とするのであって，私の本分ではなか ったから。

                         (MA 19， S.215)

そ してさらに奇妙なことに，ゲーテと天文学の関係については，決まって こ

の言葉ばか りが引用されるようになり， 「ゲーテ天文学無関心説」 の確たる

証拠とされたのである。一体何故ゲーテは， こんな不可解な発言をしたのだ

ろうか。

 ゲーテと天文学の関係は，彼が独自の研究方法を編み出し，主導的役割を

果た した 「形態学」や 「色彩学」のような自然科学分野との関係とは異なっ

ていた。だが，ゲーテは天文学と無縁ではなか ったし，無関心で もなか った。

それどころか常に好奇心と憧れに満ちた眼差 しで，夜空を仰いでいたのであ

る。問題はただひとっ，ゲーテが生涯克服出来なかった数学に対する苦手意

識が，天文学と彼の間の乗 り越え難い障壁として立ちはだかっていたことに
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あ っ た 。

 18世 紀 にヨーロッパ大陸に普及 したニュー トン力学 は， ヨーロッパで さ

らに微積分法を駆使 した優雅な理論体系に発展 し，19世 紀 には電磁気学，

光学，熱力学をはじめ物理学全般に強い影響を及ぼ し，数学こそ真理を表現

する唯一最高の手段と考えられるに至った。むろんゲーテ時代の天文学 も，

数学を拠 り所 とする古典的天文学であったため，現在以上に天体位置の割り

出しやその軌道計算に大 きな比重がおかれていた。当時の天文学専門書には

「眼の人Augenmensch」 ゲーテが楽 しめるような図版は皆無で， 文章によ

る説明以外はすべて数式の羅列で占められている。ゲーテ時代の数学者は，

同時に天文学者になり得たが，逆を言えば数学が理解できないことは天文学

も理解できないことを意味 した。ゲーテは， 自分は言語やイメージを必要 と

する人間で，その方面に才能ある人々なら即座に理解するような数式を全 く

理解することができない， と告白している(WA IV-40 ， S.264：Goethe an

Carl Friedrich Naumann，24 . Januar 1826)。 また同時にゲーテは数学理論

と機械操作に没頭 し，倫理性を無視 して研究に突 き進む科学者達の姿に
，次

世代が直面する科学の人間性疎外の問題を予感 していた。1826年 発表の論

文 『数学とその濫用にっいて』で，ゲーテは珍 しく数学を論 じ，人間性を無

視 したその濫用に対 して警鐘を鳴らしている。

 このことから， ゲーテが天文学への関与を否定 した1827年 の発言 は， 注

釈付で理解 される。確かにゲーテは，軌道計算 と観測器具操作に終始する，

無機質で人間不在の 「天文学」に従事 したことはなかった。無味乾燥で複雑

な数式は，彼にとって意味を持たなかった。彼が天文学に何よりも必要だと

考えたのは，人間の五感を総動員 して，宇宙の壮大さや美 しさを理解できる，

生身の観測者の存在だったからである。とすれば，それか ら3年 後(1812

年の天文学礼賛からは約20年 後)の1830年1月27日 ， ゲーテを訪問 した

フリー ドリヒ・フォン・ミュラーの報告に矛盾点はない。 ここには，金星，

月，オリオン座を愛でる観測者ゲーテの姿が在る。
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彼(ゲ ー テ)は 私 に， 現 在 接 近 中 の小 さ な金 星 と月 が っ く りだ す美 しい

眺 めや ， 明 る く輝 くオ リオ ン座 を示 し， 長 い 間天 文 学 の重 要 性 に つ い て

語 った。       (Goethes Gespr臘he lll/2， S.550， Nr.6494)

 ゲ ー テ は， 近 代 天 文 学 の隆 盛 期 に生 きた人 間 の ひ と り と して， 同 時代 の天

文 学 者 と は違 う流 儀 な が ら， つ ね に天 文 学 に 関心 を抱 きっ づ けた。 彼 の 文学

作 品 に現 れ る月 や星 は， 修 辞 的 に用 い られ る美 辞 麗 句 の一 部 で はな く， 実 際

の観 察 に もとつ く自然 描 写 で あ る が ゆ え に， い きい き と した輝 きを放 って い

る。

 彗 星 や 隕 石 を め ぐる ダ イ ナ ミック な宇 宙 の理 論 を知 り， 公 務 で も天 文 学 に

携 わ る よ う に な っ た ゲ ー テ の作 品 に お け る時 空 は， これ ま で と は比 較 に な ら

な い雄 大 な ス ケ ー ル を獲 得 した。 た と え ば 『西 東 詩 集 』(1819)の 詩 人 は，

星 々 の き らめ く無 限 の空 間 に ひ と り馬 を駆 り(『 と らわ れ ぬ 心 』.Freysinn)，

恋 人 と再 会 した 喜 び は，同 時 に 宇 宙 創 世 の 讃 歌 とな っ た(「 再 会 』Wiederfin-

den)。 ま た1828年 夏 に ドル ンブ ル クで詠 ま れ た ふ た っ の 詩 『の ぼ りゆ く満

月 に」(L)em aufgehenden Vollmonde/Dornburg 25. A ugust 1828)お よ び

『ドル ンブ ル ク ・1828年9月 』(Dornburg/September 1828)に は， 地 球 と

と もに ， また 宇 宙 と と もに呼 吸 す る人 間 の息 遣 い が感 じ られ る。 ゲ ー テ最 晩

年 に書 か れ た 登 場 人 物 た ち， た とえ ば 精 神 の力 で 宇 宙 空 間 を 自由 に飛 翔 す る

『遍 歴 時 代 』 の マ カ ー リエ， そ して壮 大 な宇 宙 を 舞 台 に活 動 す る 『フ ァ ウス

ト』 は， い ず れ も大 地 に しが み つ く狭 量 な 人 問 で は な く， 自 由 で豊 か な感 性

を持 ち， 無 限 に 広 が る宇 宙 を 常 に視 野 に入 れ て い る。

 ゲ ー テ は実 際 に 天 体 望 遠 鏡 を 使 って ， 星 空 を 眺 あ た。 彼 が文 学 作 品 に描 い

た宇 宙 は， 単 な る想 像 力 の 産 物 で はな い。 そ れ は彼 自身 の観 察 と経 験 に も と

つ く と と もに， 当 時 の 天 文学 に 関 す る最 新 の 知 識 を駆 使 した描 写 で あ り， 真

に 「地 球 人(Erdensohn)」 と して の 自覚 を も っ た詩 人 ゲ ー テ が 観 た 宇 宙

だ った の で あ る。(了)
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